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「高知県安全教育プログラム（生活安全編）」に寄せて 
 
安全教育における「生活安全」領域の主な目的は、「事故災害」や「犯罪」による被害の発生を

予防して、学校の管理下にある子どもたちの健やかな成長を保障すること、そして将来の安全で

安心な社会の形成者となる人材を育成することにあります。そのためには、子どもたちを対象と

した事故災害や犯罪による被害の発生を予防するための教育活動が、学校において体系的に進め

られていく必要があります。 
私はこれからのわが国の学校管理下における事故災害や犯罪の発生を予防するための教育とし

て、三段階予防説に基づいた教育活動を充実していく必要があると考えています。まず「一次予

防」では、事故災害や犯罪の発生そのものを予防するために、子どもたち自身が事故災害や犯罪

のリスクを理解し、日常生活の中で事故災害や犯罪に巻き込まれて「被害者にならない」ように、

事故災害や犯罪を発生させる可能性のある「環境に近づかない」、もしくはそのような「環境を放

置しない」という危機予測と危機回避の能力の育成を目指した取り組みが進められることが重要

であると思われます。加えて将来にわたって事故災害や犯罪の発生を許さないという安全文化の

担い手を育成することを目的として、事故災害や犯罪を引き起こしたり、また時には犯罪の拡大

に加担したりするような「加害者をつくらない」という人材教育面からの取り組みを展開してい

くことも重要です。次に「二次予防」として、もしも事故災害や犯罪に出会ってしまったときに

は、子どもたち自身がその事故災害や犯罪から受ける被害を最小限にするための知識と迅速な行

動や技能を身に付けること、つまり「被害者をつくらない」ことと、発生した事故災害や犯罪に

よって被害を受けた人への支援や対応を考え、「被害状況を進行（悪化）させない」ことを目的と

した危機対応能力の育成を目指した取り組みが進められることが必要です。そして「三次予防」

として、事故災害や犯罪の再発を予防し、事故災害や犯罪の発生によって失われた対人関係や学

校・地域への信頼感の再構築を目指した取り組みが着実に継続して展開されることの重要性を理

解し実践する再発防止能力の育成が大切であると考えられます。 
このような事故災害や犯罪の被害から子どもたちを守っていくための「生活安全領域」におけ

る三段階予防説に基づく教育活動が実効性を持つためには、子どもたち自身に対する体系的な安

全教育、特に「自助・共助・公助」の観点から構成された安全教育の展開が不可欠であると考え

られます。つまり子どもたちの生活安全能力の育成においては、子どもたちの自助努力は必須要

件となりますが、その自助努力としての教育効果を高めるためには、自分の安全は自分一人の努

力だけで作られるものではなく、友だちや先生、保護者、地域の人々など、自分を取り巻く多く

の人々の共感と協働によって安全の基盤が創りだされ確立されていくということを子どもたちに

理解させる必要があります。このような共感と協働による信頼の育成があってこそ、地域への安

心感を育み、さらに長期的な教育効果として、10 年後には大人となり、20 年後には子どもを持
つ保護者となって、さらに次の世代の子どもたちの安全推進の実践に取り組む人材の育成へとつ

ながっていくことが期待されるところです。 
今回まとめられた「生活安全編」は、このような共感と協働、そして信頼を基盤とした安全教

育の考え方に則って、「外傷予防」と「犯罪予防」の領域から構成されております。この教育プロ

グラムが、これからの高知県の子どもたちの生活安全の推進に活用され、安全で安心な学校環境

のもと、高知の子どもたちの健やかな成長が全県下で広く展開され持続されていくことを期待し

ております。 
 

高知県安全教育プログラム策定委員会委員	
 	
 藤田	
 大輔 
	
 （大阪教育大学教授	
 学校危機メンタルサポートセンター長） 
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 【学習指導要領との関連】	
 

小
学
校	
 

第５節	
 生活	
 

第２	
 各学年の目標及び内容（第１学年及び第２学年）	
 

２	
 内容	
 

（１）学校の施設の様子及び先生など学校生活を支えている人々や友達のこ

とが分かり、楽しく安心して遊びや生活ができるようにするとともに、

通学路の様子やその安全を守っている人々などに関心をもち、安全な登

下校ができるようにする。	
 

（３）自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場

所とかかわっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、人々

と適切に接することや安全に生活することができるようにする。	
 

（４）公共物や公共施設を利用し、身の回りにはみんなで使うものがあるこ

とやそれを支えている人々がいることなどが分かり、それらを大切にし、

安全に気を付けて正しく利用することができるようにする。	
 

第９節	
 体育	
 

第２	
 各学年の目標及び内容（第５学年及び第６学年）	
 

２	
 内容	
 Ｇ保健	
 

（２）けがの防止	
 	
 

ア	
 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがの防止に

は、周囲の危険に気付くこと、的確な判断の下に安全に行動すること、環

境を安全に整えることが必要であること。	
 

イ	
 けがの簡単な手当は、速やかに行う必要があること。	
 

中
学
校	
 

第７節	
 保健体育	
 

第２	
 各分野の目標及び内容（保健分野）	
 

２	
 内容	
 

（３）傷害の防止について理解が深めることができるようにする	
 

ア	
 交通事故や自然災害などによる傷害は、	
 人的要因や環境要因などがかか

わって発生すること。	
 

イ	
 交通事故などによる傷害の多くは、	
 安全な行動、	
 環境の改善によって

防止できること。	
 

エ	
 応急手当を適切に行うことによって、	
 傷害の悪化を防止することができ

ること。また、	
 応急手当には、	
 心肺蘇生等があること。	
 

高
等
学
校	
 

第６節	
 保健体育	
 

第２款各科目	
 	
 第２保健	
 	
 	
 

２	
 内容	
 	
 

（１）現代社会と健康	
 

オ	
 応急手当	
 

適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減できること。応急手当には、
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